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こんにちは　　　　　です日置市日置市日置市

▲ 吹上支所

五
月
一
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
一
般

業
務
は
休
み
で
し
た
が
、
市
役
所
本
庁

と
東
市
来
、
日
吉
、
吹
上
の
各
支
所
で

開
庁
式
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
、
本

庁
で
は
庁
舎
前
の
広
場
で
予
定
し
て
い

た
式
典
を
急
き
ょ
、
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
や
旧
町
の
四
役
・
議
員
等
の
招
待

者
や
一
般
市
民
、
職
員
を
前
に
、
市
長

職
務
執
行
者
の
下
茂
旧
東
市
来
町
長
が

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
。
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
歴

史
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
場
所
を
本
庁

▲ 日吉支所

▲ 東市来支所

雨
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト 

県
内
15
番
目
の
新
市
誕
生 

　
平
成
十
七
年
五
月
一
日
、
東
市
来
、
伊
集
院
、
日
吉
、
吹
上

の
四
町
が
合
併
し
て
新
市
「
日
置
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
た
町
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
新
し
い

か
た
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

日
置
市
元
年
。

新
し
い
ま
ち
、新
た
な
歴
史



����� �����	
��

日置市日置市
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特集

玄
関
前
に
移
し
、
旧
四
町
の
町
長
・
議

長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉

割
り
、
伊
集
院
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス
ト
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
日
置
市
」
の
銘
板
の
除
幕
を
行
い
、

新
市
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
と
合
併
し
た
松
元
町
・
郡

山
町
を
除
く
郡
内
六
町
で
合
併
協
議
会

を
設
立
し
た
の
は
平
成
十
五
年
一
月
。

そ
の
後
、
同
年
十
月
に
市
来
町
が
脱
退
、

十
六
年
九
月
に
は
五
町
の
枠
組
み
が
破

た
ん
し
、
新
た
に
四
町
で
の
再
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
一
年
に
か
け

て
誕
生
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
四
町
は
、
約

五
十
年
後
に
「
平
成
の
大
合
併
」
で
「
日

置
市
」
と
し
て
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
に
隣
接
し
、
県
都
と
数
十

分
で
結
ぶ
地
理
的
な
好
条
件
。
吹
上
浜

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
。
歴

史
と
文
化
遺
産
、
郷
土
愛
に
育
ま
れ
た

旧
四
町
。

他
の
地
域
に
は
な
い
歴
史
や
景
観
、

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
市
民

か
ら
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」「
日
置

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。

6
町
で
の
合
併
協
議
か
ら 

2
年
3
か
月
余
り 

平
成
の
大
合
併
と
称
さ
れ
る
歴
史
的
な
転
換
期

に
旧
四
町
の
将
来
を
託
し
て
日
置
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
の
最
初
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
職
責
の
重
大
さ
を
認

識
す
る
と
と
も
に
、
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
自
ら

汗
を
流
し
て
こ
の
期
待
に
沿
う
よ
う
ま
い
進
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

合
併
に
至
る
ま
で
、
新
市
の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト

が
図
ら
れ
る
よ
う
調
整
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
庁
と
支
所
間
の
連
携
、
さ
ら
に
は
旧
四
町

の
融
和
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
え
ば
よ
い
の
か
、
今
後
も
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社

会
保
障
の
あ
り
方
、
ま
た
情
報
化
や
国
際
化
等
、

社
会
情
勢
は
日
々
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
住
民

ニ
ー
ズ
も
一
段
と
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
国

に
お
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
向
け
た
国
政
全
般
に

関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
方
策
を
模
索
し
て
構
造

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
方
自

治
体
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金

の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た
三
位
一
体
改
革
が
行

財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
運
営
の
効
率
化
や
財
政

基
盤
の
強
化
に
努
め
な
が
ら
、
県
都
鹿
児
島
市
に

隣
接
す
る
地
理
的
優
位
性
や
歴
史
的
、
文
化
的
遺

産
と
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
を
最
大
限
に
生
か
し

た
「
新
生
日
置
市
」
の
建
設
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
市
長
選
挙
を
通
し
て
公
約
い
た
し
ま
し
た

政
策
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
に
盛
り

込
む
中
で
、
費
用
、
財
源
、
実
施
時
期
を
可
能
な

限
り
明
記
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
の
整
合
を
図
り
、
地
域
審
議
会
等
を
通
じ
て
検

討
を
い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
人
の
方
々
が
そ
の
英
知
と
情
熱
を
傾
け
て
築

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
四
町
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
自
然
や
文
化
な
ど
を
活
用

し
て
、
市
全
体
が
一
体
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
傾
注
し
「
合

併
し
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

初登庁で迎えられる宮路市長

１月21日 日置合併協議会設立（６町）

６月～７月 新市名称募集（2,134件/819種類）

９月 市来町が脱退

10月15日 第10回日置合併協議会（５町）

11月～12月 ５町で新市まちづくり関係住民

説明会（53会場、2,050人参加）

12月17日 新市の名称を「日置市」と決定

６月 ５町で事務事業調整関係住民説明会

（71会場、2,442人参加）

９月２日 日置合併協議会休止決定

10月13日 日置中央合併協議会設立（４町）

12月７日 合併協定書調印式

１月～２月 市章募集（859点）

３月８日 鹿児島県議会が廃置分合関係議案を可決

３月10日 市章が決定

３月11日 鹿児島県知事が廃置分合（合併）を決定

３月30日 廃置分合総務大臣告示

5月1日 「日置市」が誕生 

合併までの歩み 

平成16年 

平成17年 

平成15年 

日
置
市
長
　
宮
路
　
高
光 



町
同
士
の
合
併
で
誕
生
し
た
日
置
市

の
人
口
は
、
男
二
万
四
千
九
百
二
十
人
・

女
二
万
八
千
五
百
七
人
で
、
計
五
万
三

千
四
百
二
十
七
人
。
世
帯
数
は
二
万
二

千
百
七
十
四
世
帯
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。（
五
月
一
日
現
在
、
住
民

基
本
台
帳
別
表
参
照
）

こ
れ
は
、
人
口
規
模
で
は
鹿
児
島
市
、

薩
摩
川
内
市
、
鹿
屋
市
、
国
分
市
に
次

い
で
、
県
内
五
番
目
の
市
と
な
り
ま
す
。

年
齢
別
に
み
て
み
る
と
、
年
少
人
口

（
14
歳
以
下
）
が
七
千
三
百
七
人
、
老

年
人
口
（
65
歳
以
上
）
が
一
万
四
千

六
百
五
十
二
人
、
高
齢
化
率
は
27
・

４
％
で
、
鹿
児
島
県
全
体
よ
り
も
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
市
の
人
口
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
旧
町
で
「
自
治
公
民
館
」

「
公
民
会
」「
集
落
」「
自
治
会
」
と
そ

れ
ぞ
れ
よ
ん
で
い
た
住
民
自
治
の
基
礎

的
組
織
は
「
自
治
会
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

統
一
さ
れ
ま
し
た
。

東
市
来
地
域
は
五
十
三
、
伊
集
院
地

域
は
七
十
、
日
吉
地
域
は
七
十
七
、
吹

上
地
域
は
七
十
四
、
合
計
で
二
百
七
十

四
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
自
治
会
を
基
礎
と
し
て
、
地
区

公
民
館
、
地
域
中
央
公
民
館
が
連
携
し

な
が
ら
地
域
活
動
を
推
進
、
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

市
内
全
体
で
み
る
と
、
自
治
会
は
五

百
六
十
九
世
帯
の
自
治
会
か
ら
八
世
帯

の
自
治
会
ま
で
と
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自

治
会
の
再
編
も
検
討
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

な
ぜ
合
併
し
た
の
か
、
み
ん
な
が
意
識
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
頑
張
ら
な
け
れ

ば
先
は
見
え
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
四
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
が
い
い
面
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
、
特
性
を
生
か
し
て
、
地
元
で
力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
商
店
街
同
士
の
交
流
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
れ
が
お
互
い
そ
こ
に
し
か
な
い
独
自
性
の
あ
る
魅
力
を
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
生
活
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
支
所

機
能
だ
け
は
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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こんにちは　　　　　です日置市日置市日置市

データ

あれこれ

こ
ん
な
ま
ち
︰
で
す

東市来支所庁舎

就
業
し
て
い
る
人
の
産
業
別
人
口
割

合
を
み
て
み
る
と
、
農
業
、
水
産
業
な

ど
の
第
一
次
産
業
が
全
体
の
10
・
５
％
、

建
設
業
、
製
造
業
な
ど
の
第
二
次
産
業

が
30
・
６
％
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
第
三
次
産
業
が
58
・
９
％
と
、

第
三
次
産
業
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
県
全
体
の
傾
向
と
同
じ
で
す

が
、
県
全
体
と
比
較
す
る
と
第
二
次
産

業
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。（
平
成
12
年
国
勢
調
査
）

人
口
五
万
三
千
四
百
二
十
七
人 

県
内
五
番
目
の
市 

第
三
次
産
業
が
約
6
割 

自
治
会
は
十
世
帯
未
満 

か
ら
五
百
超
世
帯
ま
で 

二
百
七
十
四
を
数
え
る 

人口と世帯数（5/1現在・住基台帳） 

東 市 来

伊 集 院

日 吉

吹 上

計

人口（人）

計

13,243

24,316

5,920

9,948

53,427

男
女
6,024
7,219
11,521
12,795
2,715
3,205
4,660
5,288
24,920
28,507

世帯数

5,530

9,424

2,550

4,670

22,174

地 域

四
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、相
互
に
発
展 

中間 重春さん
（52歳）
吹上地域中原 

伊
集
院
町
合
併
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
委
員
と
し
て
、
合
併
協
議
の
場
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
同
世
代
の
中
で
は
、
合
併
を
よ
り
現
実
の
も
の
と
と
ら
え
、
合
併
の

大
変
さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

時
間
を
か
け
大
変
な
思
い
を
し
て
、
四
町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
わ
け
で
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
て
一
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
１
＋
１
＋
１
＋
１

＝
４
で
は
な
く
、
も
っ
と
大
き
な
数
字
に
な
る
よ
う
に
。
こ
の
先
、
就
職
等
で
こ
の

ま
ち
を
出
て
も
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
。
そ
ん
な
ま
ち
に
発
展
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。 ま

た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う
よ
う
な
ま
ち
に 

土屋 優さん
伊集院地域飯牟礼 

昭和55年より花屋「花のな
かま」を経営 
平成16年から吹上町「えび
す通り会」会長 
 

ジュニアリーダークラブ「チェ
スト」の創設時メンバー（中
学3年）で、現在はシニアリー
ダーとして、ジュニアのサポー
トにあたる。鹿児島大学2年
生 

本庁庁舎



日
置
市
全
体
で
公
立
小
学
校
が
二
十

校
、
公
立
中
学
校
が
七
校
、
私
立
中
学

校
が
一
校
、
高
校
が
公
私
立
あ
わ
せ
て

四
校
あ
り
ま
す
。
小
学
校
の
児
童
数
は

二
千
九
百
八
十
八
人
、
公
立
の
中
学
校

の
生
徒
数
が
千
六
百
九
十
七
人
に
な
り

ま
す
。

市
内
一
番
の
マ
ン
モ
ス
校
は
、
伊
集

院
小
学
校
で
二
十
三
学
級
児
童
数
六
百

六
十
七
人
、
一
方
、
小
規
模
校
は
日
吉

地
域
の
扇
尾
小
学
校
で
三
学
級
二
十
人
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
、
相
互
交
流
が
楽
し
み
で
す
。
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日置市日置市

▲▲

特集

ま
ち
づ
く
り
は
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
の
時
代
。
自
分
の
地
域
は
だ
れ
が
担
っ
て
い

く
の
か
。
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
将
来
像
を
描
き
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
引
っ
張
り
、
住
民
総
参
加
の

話
し
合
い
活
動
が
不
可
欠
。
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政
主

導
で
な
く
、
地
域
住
民
が
や
る
気
を
出
し
て
動
か
な
け
れ
ば
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
治
会
長
た
ち
と
行
政
が
意
見
交
換
、
研
修
す
る
場
も

定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
ち
づ
く
り
は
話
し
合
い
か
ら
人
材
育
成
に
力
を 

団増 満洋さん
（65歳）

東市来地域伊作田 

立
地
的
な
好
条
件
、
海
あ
り
山
あ
り
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
素
晴
ら
し
い
新
市
の

誕
生
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
は
人
口
が
少
な
い
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
新
市
に
は

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
女
性
の
活
躍
で
き
る
場
を
積
極
的
に
提
供
し
て
ほ
し
い

で
す
。
生
活
に
密
着
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
も
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
。
高
校
の
学
区
制
度
の
見
直
し
、
緩
和
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
大
き
な
テ
ー

マ
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
声
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
て
四
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
で
き
る
場
の
開
拓
を
積
極
的
に 

諏訪免 順子さん
日吉地域日置 

Ｈ12年から鹿児島日置地域む
らづくり連絡会村づくり指導員 
平成14年から平迫比良自治会長 
平成16年から東市来町自治会
長連絡協議会長 

平成7年から 
日吉町地域婦人会連絡協
議会長 
同各種女性団体連絡協議
会長 
合併協議会委員も務めた 

日
置
市
の
旧
四
町
は
、
歴
史
的
な
か

か
わ
り
や
民
間
の
草
の
根
交
流
等
か
ら

発
展
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
と

交
流
し
て
き
ま
し
た
。

東
市
来
地
域
で
は
、
北
海
道
開
拓
に

か
か
る
縁
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和

58
年
に
北
海
道
弟
子
屈
町
と
姉
妹
町

盟
約
を
結
び
、
ま
た
、
海
外
で
は
韓
国

全
羅
北
道
南
原
市
や
香
港
と
の
交
流
が

あ
り
ま
す
。

伊
集
院
地
域
で
は
、
関
ケ
原
合
戦
と

い
う
歴
史
的
な
か
か
わ
り
か
ら
昭
和

38
年
に
岐
阜
県
関
ケ
原
町
と
同
59
年

に
は
滋
賀
県
多
賀
町
と
兄
弟
都
市
の
盟

約
を
結
ん
で
い
る
ほ
か
、
同
43
年
に

加
治
木
町
と
教
育
姉
妹
町
の
盟
約
を
結

ん
で
い
ま
す
。

日
吉
地
域
で
は
、
歴
史
的
な
か
か
わ

り
か
ら
昭
和
43
年
に
根
占
町
と
姉
妹

町
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

吹
上
地
域
で
は
関
ケ
原
合
戦
が
取
り

持
つ
縁
で
、
平
成
12
年
に
岐
阜
県
上

石
津
町
と
友
好
の
ま
ち
宣
言
を
し
た
ほ

か
、
宮
崎
県
佐
土
原
町
と
も
交
流
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
海
外
で
は
、
か
ら
い
も

交
流
か
ら
発
展
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
ジ
ェ

レ
ブ
市
と
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
交
流
を
支
え
促
進
す
る
た

め
に
、
東
市
来
で
は
韓
国
か
ら
、
吹
上

で
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
国
際
交
流
員
を

招
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
国
際
交
流
、
地
域
間
交
流
活

動
は
、
新
市
で
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が

れ
、
市
全
体
に
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

古
く
か
ら
南
薩
文
化
の
中
心
だ
っ
た

と
い
わ
れ
る
こ
の
地
域
に
は
、
伝
統
芸

能
や
文
化
遺
産
な
ど
、
数
多
く
の
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
旧
四
町
の
指
定
文
化
財
は

新
市
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
置
市
全
体
を
み
て
み
る
と
、
東
市

来
地
域
の
国
の
指
定
文
化
財
「
天
然
記

念
物

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
発
生
地
」
を
は
じ

め
、
県
の
指
定
文
化
財
が
十
一
、
日
置

市
の
指
定
文
化
財
が
八
十
一
を
数
え
ま

す
。こ

れ
は
県
内
全
域
を
み
て
も
上
位
に

位
置
し
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
、
伝
統
芸
能
の
見
学

や
の
ん
び
り
と
史
跡
名
所
め
ぐ
り
も
楽

し
そ
う
で
す
。

広
報
で
も
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
は
20
校
に 

市
の
指
定
文
化
財
は 

81
を
数
え
る 

国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
は 

三
カ
国
と
六
地
域
に 

日吉支所庁舎

吹上支所庁舎
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市
長
選
に
は
宮
路
高
光
氏
と
元
鹿
児

島
県
議
会
議
員
の
上
原
一
治
氏
（
57
）

が
立
候
補
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
選
は
今
回
に
限
り
、
旧

四
町
ご
と
に
四
つ
の
選
挙
区
が
設
け
ら

れ
、
東
市
来
選
挙
区
が
定
数
八
に
対
し

十
二
人
、
伊
集
院
選
挙
区
が
定
数
十
三

に
対
し
十
九
人
、
日
吉
選
挙
区
が
定
数

三
に
対
し
九
人
、
吹
上
選
挙
区
が
定
数

六
に
対
し
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し

ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
日
置
市
の

市
政
を
担
う
身
近
な
選
挙
と
あ
っ
て
、

有
権
者
も
関
心
が
高
く
、
投
票
率
は
市

長
選
で
78
・
31
％
で
し
た
。

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
長
選
挙
（
得
票
順

敬
称
略
）

投
票
総
数

三
二
、
八
六
一

有
効
投
票

三
二
、
二
五
八

無
効
投
票

六
〇
三

◯当
一
九
、〇
七
七

宮
路

高
光

無
新

一
三
、一
八
一

上
原

一
治

無
新

●
市
議
選
挙
（
得
票
順

敬
称
略
）

東
市
来
選
挙
区
（
定
数
八
）

投
票
総
数

八
、
五
六
〇

有
効
投
票

八
、
五
〇
四

無
効
投
票

五
六

◯当
二
、一
六
八

池
満

渉

無
新

◯当
八
八
〇

田
丸

武
人

無
新

◯当
七
七
四

松
尾

公
裕

無
新

◯当
六
二
二

西
峯

尚
平

無
新

◯当
六
二
一

谷
口

正
行

無
新

◯当
六
一
五

重
水

富
夫

無
新

◯当
六
一
二

宇
田

榮

無
新

◯当
六
〇
〇

西
薗

典
子

無
新

五
八
九

秋
嶺

健

無
新

五
八
三

下
池

和
善

共
新

三
一
二

浅
井

良
一

無
新

一
二
八

前
田

照
雄

無
新

伊
集
院
選
挙
区
（
定
数
十
三
）

投
票
総
数

一
三
、
五
四
五

有
効
投
票

一
三
、
四
一
九

無
効
投
票

一
二
六

◯当
一
、一
九
八

佐
藤

彰
矩

無
新

◯当
一
、〇
六
二

出
水
賢
太
郎

無
新

◯当
八
三
五

坂
口
ル
リ
子

共
新

◯当
八
三
一

並
松

安
文

無
新

◯当
八
二
一

坂
口

洋
之

社
新

◯当
七
九
九

花
木

千
鶴

無
新

◯当
七
六
七

下
御
領
昭
博

無
新

◯当
七
二
四

畠
中

實
弘

無
新

◯当
六
八
五

栫

康
博

無
新

◯当
六
六
二

門
松

慶
一

無
新

◯当
六
二
一

田
代

吉
勝

無
新

◯当
六
一
三

園

秋
男

無
新

◯当
六
〇
六

東

孝
志

無
新

六
〇
六

今
福

優

無
新

五
七
四

米
倉

弘
二

無
新

五
五
三

本
村

義
光

無
新

五
三
四

福
永

安
裕

無
新

五
三
四

山
下

修
一

無
新

三
九
二

中
玉
利
隆
義

無
新

日
吉
選
挙
区
（
定
数
三
）

投
票
総
数

四
、
二
〇
〇

有
効
投
票

四
、
一
六
七

無
効
投
票

三
三

◯当
六
三
五

鳩
野

哲
盛

無
新

◯当
五
九
六

田
畑

純
二

無
新

◯当
五
六
八

成
田

浩

無
新

五
三
三

松
村

平

無
新

五
一
七

下
笠

政
文

無
新

四
九
〇

宮
内

良
治

無
新

四
五
三

宮
内

博

無
新

二
九
〇

山
口

初
美

共
新

八
四

前
田

稔

無
新

吹
上
選
挙
区
（
定
数
六
）

投
票
総
数

六
、
五
五
四

有
効
投
票

六
、
四
七
六

無
効
投
票

七
八

◯当
八
四
〇

大
園

貴
文

無
新

◯当
七
八
六

上
園

哲
生

無
新

◯当
七
三
二

漆
島

政
人

無
新

◯当
六
八
七

中
島

昭

無
新

◯当
六
三
六

長
野
瑳
や
子

無
新

◯当
六
一
六

地
頭
所
貞
視

無
新

六
〇
二

椨

学

無
新

五
八
六

恒
吉

英
治

無
新

五
一
七

進
藤

正
廣

無
新

四
七
四

有
元
憲
太
郎

無
新

市
長
選
投
票
率

は
78
・
31
％

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

市
長
に
宮
路
氏
、市
議
30
人
も
決
定

日
置
市
発
足
に
伴
う
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
五
月
二
十

二
日
に
告
示
さ
れ
、
同
二
十
九
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
市
長
選
で
は
日
置
中
央
合
併
協
議
会
会
長
で

旧
伊
集
院
町
長
で
あ
っ
た
宮
路
高
光
氏
（
54
）
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
選
で
も
三
十
人
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

2,745 5,662 8,407東市来

10,212 3,121 13,333伊集院

2,185 1,916 4,101日 吉

3,932 2,482 6,414吹 上

19,074 13,181 32,255計

宮 路 上 原 総 数

市長選挙得票数（選挙区別）

77.80 79.80 78.91東市来

72.39 75.63 74.14伊集院

85.75 87.42 86.67日 吉

81.51 82.29 81.95吹 上

77.01 79.37 78.31計

男 女 計

市長選挙投票率

当選証書付与式

議 長に 宇田 榮 氏
副議長に 地頭所貞視 氏
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市議会の構成が決定
議 長に議 長に 宇田 榮宇田 榮 氏
副議長に 地頭所貞視地頭所貞視 氏
議 長に 宇田 榮 氏
副議長に 地頭所貞視 氏

東市来町議５期（元議長）

宇
田

榮

議
長

吹上町議４期（元議長）

地
頭
所
貞
視
副
議
長

選
挙
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
六
月
九
日
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
長
に
宇
田
榮
氏
（
58
歳
）
＝
東
市
来
町
伊
作
田
、

副
議
長
に
地
頭
所
貞
視
氏
（
61
歳
）
＝
吹
上
町
湯
之
浦

を
選
出
し
、
常
任
委
員
会
の
構
成
も
次
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
総
務
企
画
常
任
委
員
会

委
員
長

畠
中

實
弘

副
委
員
長

田
丸

武
人

委

員

鳩
野

哲
盛

東

孝
志

池
満

渉

漆
島

政
人

花
木

千
鶴

上
園

哲
生

■
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長

長
野

瑳
や
子

副
委
員
長

園

秋
男

委

員

成
田

浩

佐
藤

彰
矩

谷
口

正
行

栫

康
博

西
薗

典
子

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

松
尾

公
裕

副
委
員
長

田
代

吉
勝

委

員

地
頭
所

貞
視

重
水

富
夫

大
園

貴
文

並
松

安
文

門
松

慶
一

下
御
領

昭
博

■
教
育
文
化
常
任
委
員
会

委
員
長

田
畑

純
二

副
委
員
長

中
島

昭

委

員

西
峯

尚
平

坂
口

ル
リ
子

坂
口

洋
之

出
水

賢
太
郎

6/9 の臨時議会でスタートした日置市議会



四
月
十
日
、
恒
例
の
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
が
、
湯

之
元
温
泉
街
を
中
心
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
之
上
集
落
の
馬
頭
観
音
碑
の
前
で
五
穀
豊
穣
を
祈
願

し
た
後
、
色
鮮
や
か
な
花
飾
り
を
し
た
二
頭
の
鈴
掛
け
馬

を
先
頭
に
、
湯
之
元
ク
ラ
ブ
（
内
田
博
昭
会
長
）
の
会
員

や
「
ミ
ス
こ
け
け
」
の
馬
場
口
恵
美
さ
ん
、
役
所
の
若
手

職
員
ら
に
よ
る
踊
り
連
が
、
湯
之
元
温
泉
街
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
湯
之
元
温
泉
豊
年
俵
踊
保
存
会
（
古
川

正
広
会
長
）
に
よ
る
踊
り
な
ど
も
披
露
。
旧
国
道
に
は
木

市
や
露
店
が
立
ち
並
び
、
終
日
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
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東市来東市来東市来東市来東市来話題話題

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り

鈴
掛
け
馬
に
誘
わ
れ

人
も
踊
る

東
市
来
地
域
の
行
政
相
談
委
員
の
三
原
辰
子
さ
ん
が
、

平
成
十
七
年
度
九
州
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受
け
、

五
月
十
二
日
、
鹿
児
島
市
に
あ
る
総
務
省
鹿
児
島
行
政
評

価
事
務
所
で
表
彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

三
原
さ
ん
は
、
平
成
九
年
か
ら
行
政
相
談
委
員
を
務
め
、

住
民
の
良
き
相
談
窓
口
と
し
て
、
広
く
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
等
を
聞
き
、
公
平
で
中
立
の
立
場
か
ら
問
題
解

決
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

｢

突
然
の
こ
と
で
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

さ
ら
に
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。 三

原
辰
子
委
員

行
政
相
談
の
功
績
で
九
州
局
長
表
彰

荻・伊勢神社
棒踊り

豊作と悪疫退散を祈願
ユーモラスな庭狂言も

五
月
三
日
、
東
市
来
地
域
養
母
地

区
に
あ
る
荻
・
伊
勢
神
社
で
、
二
百

年
以
上
も
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る

荻
・
伊
勢
神
社
棒
踊
り
が
同
神
社
境

内
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

踊
り
子
連
は
、
同
地
区
の
荻
・
田

代
・
梅
木
・
北
山
・
鉾
之
原
・
立
和

名
の
自
治
会
と
大
平
自
治
会
の
小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
二
百
五
十
人
。

歌
い
手
の
歌
に
合
わ
せ
、
六
尺
・
三

尺
棒
、
鎌
を
交
え
た
勇
壮
な
踊
り
を

奉
納
し
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
で
は
庭
狂
言｢

あ
と

や
ま｣

も
披
露
。
荻
集
落
の
青
壮
年

ら
が
演
じ
た
狂
言
は
、
現
代
風
に
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
た
水
戸
黄
門
や
「
マ
ツ

ケ
ン
サ
ン
バ
」
も
登
場
し
、
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
熱
演
に
境
内
を
取
り
囲

ん
だ
観
客
か
ら
大
喝
さ
い
、
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。



第
三
十
五
回
県
中
学
春
季
選
抜
野
球

大
会
が
四
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日

の
三
日
間
、
鹿
児
島
市
民
球
場
と
県
立

鴨
池
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
置
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
東
市
来

中
は
、
一
回
戦
か
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

決
勝
戦
で
は
、
鹿
屋
東
中
を
五
対
四
の

大
接
戦
で
制
し
念
願
の
初
優
勝
。
県
下

二
百
七
十
四
校
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

同
校
野
球
部
監
督
の
前
之
園
克
志
先

生
は
、｢

得
意
の
機
動
力
を
使
い
、
少

な
い
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
生
か
せ
た
こ

と
が
勝
因
で
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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東市来東市来情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り

大
漁
旗
の
漁
船

鮮
や
か

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
江
口
浜
に
一
万
人

東
市
来
中
野
球
部

念
願
の
初
優
勝

五
月
三
日
、
初
夏
の
ま
ぶ
し
い
日
差

し
の
中
、
第
十
三
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ

り
が
東
市
来
地
域
の
江
口
漁
港
で
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、｢

漁
船
乗
船

体
験｣

の
漁
船
五
隻
が
色
鮮
や
か
な
大

漁
旗
を
掲
げ
、
勇
壮
に
入
港
。
た
く
さ

ん
の
参
加
者
が
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
体
験

し
ま
し
た
。
恒
例
の
魚
の
つ
か
み
取
り

で
は
、
最
初
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
無
我
夢
中
に
。

イ
ケ
ス
に
放
さ
れ
た
生
き
の
い
い
マ
ダ

イ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
三
百
匹
を
必
死
に
追

い
か
け
、
大
物
を
捕
ま
え
る
た
び
に
観

客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
江
口
浜
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新

鮮
な
魚
を
安
価
で
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
そ
の
場
で
炭
火
焼
き
に
し
て
食
べ
ら

れ
る
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
人
気
を

集
め
、
多
く
の
買
い
物
客
な
ど
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伊
作
田
小
学
校
児

童
に
よ
る
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
も
披
露
。
ま
つ
り
を
締

め
く
く
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
秋

太
郎
（
バ
シ
ョ
ウ
カ
ジ
キ
）
や
タ
イ
な

ど
海
産
物
の
当
選
者
が
よ
ば
れ
る
た
び

に
、
客
席
か
ら
大
き
な
歓
声
と
た
め
息

が
あ
ふ
れ
、
終
日
、
た
く
さ
ん
の
人
出

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
祭
り
は
、
大
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。

県中学春季
野球大会

▲ 人気の魚のつかみ取り大会 ▲ 大勢の人出でにぎわいました



五
月
二
十
日
、土
橋
小
学
校（
山
口
諭
校
長
・
児
童
60
人
）

で
、イ
チ
ゴ
狩
り
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
イ
チ
ゴ
の
産
地

に
あ
る
同
小
の
伝
統
的
な
行
事
で
、産
地
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、毎
年
、イ
チ
ゴ
農
家
の
保
護
者
の
協
力
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
。

全
校
児
童
は
三
か
所
の
農
家
に
分
か
れ
て
、ハ
ウ
ス
の

中
へ
。伊
集
院
地
域
中
川
の
宇
都
さ
ん
の
農
園
で
は
、六
年

の
尾
堂
真
成
君
が「
毎
年
、楽
し
み
。お
い
し
い
イ
チ
ゴ
が

た
く
さ
ん
摘
め
た
」と
新
鮮
な
イ
チ
ゴ
を
口
に
満
足
そ
う

な
笑
顔
。中
に
は
、慣
れ
た
手
つ
き
で
摘
み
な
が
ら「
家
も

イ
チ
ゴ
農
家
だ
け
ど
、な
か
な
か
摘
ま
し
て
も
ら
え
な
い

か
ら
こ
の
行
事
が
楽
し
み
」と
い
う
児
童
も
い
ま
し
た
。
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院話題話題

土
橋
小
学
校

甘
い
授
業
に
夢
中

「
特
別
の
こ
と
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。い

い
先
輩
に
恵
ま
れ
、仕
事
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」元
国
鉄
職
員
の
白
石
巌
さ
ん（
74
歳
・
伊
集
院
地
域
猪

鹿
倉
）は
、
41
年
間
と
い
う
鉄
道
マ
ン
と
し
て
の
功
労
が
認

め
ら
れ
、二
〇
〇
五
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

白
石
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
信
号
機
や
制
御
装
置
な
ど
、

鉄
道
の
安
全
に
欠
か
せ
な
い
設
備
等
の
保
守
管
理
。「
台
風

時
に
は
家
は
妻
に
任
せ
、私
は
職
場
に
缶
詰
め
。家
族
に
は

苦
労
を
か
け
ま
し
た
」と
い
う
傍
ら
で「
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
」と
奥
さ
ん
。「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
天
皇
陛

下
に
お
目
に
か
か
れ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
妻
孝
行
で
す

ね
」

春
の
叙
勲

鉄
道
の
安
全
を
守
り
41
年

伝統の
棒踊り

勇壮な舞を披露
飯牟礼と上土橋

五
月
八
日
、
伊
集
院
地
域
飯
牟
礼

地
区
の
熊
野
神
社
で
、
伝
統
の
棒
踊

り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
地
区
内
の
上
・
下
・

大
下
の
三
集
落
か
ら
青
壮
年
や
中
高

生
が
参
加
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

て
毎
年
、
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
午

後
に
な
り
、
神
社
に
続
々
と
人
が
集

ま
り
ざ
わ
つ
き
始
め
ま
す
。
三
集
落

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
違
う
衣
装
の
踊
り
手

が
境
内
に
登
場
す
る
こ
ろ
に
は
辺
り

は
に
ぎ
や
か
さ
を
増
し
ま
す
。

飯
牟
礼
中
は
鎌
を
使
っ
た
踊
り
、

飯
牟
礼
上
は
虚
無
僧
踊
り
と
各
集
落

に
伝
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
が
あ
り
、

踊
り
手
は
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
勇
壮

な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
上
土
橋
の
棒
踊
り
も
四
月

二
十
四
日
に
、
地
区
内
の
勝
護
院
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
四
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
十
五
人
が
、

勇
ま
し
い
踊
り
を
奉
納
。
同
時
に
行

わ
れ
た
運
動
会
で
も
披
露
し
、
大
勢

の
観
客
か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。

写真 上 上土橋棒踊り
右 飯牟礼棒踊り



����� �����	
��
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伊集院町
感謝祭

半世紀の歴史に感謝
町民歌を高らかに

合
併
前
の
四
月
二
十
四
日
、
伊
集

院
町
感
謝
祭
が
旧
伊
集
院
町
役
場
前

広
場
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年

以
来
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た

「
伊
集
院
町
」
を
名
残
惜
し
む
か
の

よ
う
に
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

感
謝
祭
で
は
、
町
内
の
小
・
中
・

高
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
合
唱
や
器

楽
演
奏
、
古
く
か
ら
町
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
の
中
か
ら
、
大
田
太
鼓
踊
り

や
徳
重
大
バ
ラ
太
鼓
・
伊
集
院
太
鼓

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん
の
独

演
会
や
伊
集
院
町
出
身
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
有
働
由
美
子
さ
ん
の
講

演
な
ど
も
あ
り
、
感
謝
祭
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

特
産
品
等
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
や

「
伊
集
院
鍋
」、「
振
る
舞
い
焼
酎
」

が
無
料
で
配
布
さ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
あ
り
、
大
勢
の
人
で
終
日
、
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
今
後
歌
う
機

会
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
「
伊
集
院

町
民
歌
」
を
、
参
加
者
が
声
高
ら
か

に
歌
い
「
伊
集
院
町
」
に
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
で
伊
集
院
地
域
徳
重
の
岩
崎
嘉
徳
さ
ん
（
75

歳
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
昭
和
27
年
に
消
防
団
に
入
団
、
平
成
15

年
に
退
団
す
る
ま
で
、
分
団
長
や
副
団
長
等
の
要
職
を
歴

任
し
ま
し
た
。
本
職
は
家
具
職
人
。「
手
が
は
ず
せ
な
い

作
業
中
と
か
深
夜
に
、
出
動
が
あ
る
時
は
大
変
で
し
た
が
、

い
つ
で
も
家
族
が
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
風
呂
を
沸
か

し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
妻
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
三

年
前
に
病
気
で
車
椅
子
生
活
に
。「
迷
惑
を
か
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
や
む
な
く
退
団
。「
団
員
の
待
遇
改

善
や
後
継
者
育
成
な
ど
ま
だ
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
消
防
団
に
か
け
る
情
熱
は
衰
え
て
い
ま
せ
ん
。

春
の
叙
勲

消
防
団
員
と
し
て
51
年

五
月
五
日
、
伊
集
院
地
域
伊
集
院
地
区
の
郡
（
こ
お
り
）

で
伝
統
の
棒
踊
り
が
行
わ
れ
、
集
落
内
の
高
校
生
と
中
学

生
約
三
十
人
が
勇
壮
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
招
福
を
祈
願
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
中
学
生
も
踊
り
手
と
し
て

参
加
。
か
す
り
の
着
物
に
、
は
ち
ま
き
姿
の
踊
り
手
た
ち

は
郡
に
あ
る
九
玉
神
社
に
集
ま
り
、
棒
や
鎌
を
交
え
た
踊

り
を
奉
納
し
た
後
、
夕
方
ま
で
に
新
築
や
初
節
句
の
家
庭

な
ど
、
集
落
内
の
約
七
十
カ
所
の
家
や
商
店
を
回
り
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
の
踊
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
踊
り
手
た
ち

は
勇
ま
し
く
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
、
し
っ
か
り
と
伝
統
の
踊
り
を
受
け
継
い
で
い
ま
し
た
。

伊
集
院
地
域
郡
の
棒
踊
り

中
高
生
30
人
が
伝
統
を
受
け
継
ぐ
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉話題話題

 境内や御神田で飛び跳ねて

泥んこになる「せっぺとべ」。

田植えがしやすいように土

をこね、害虫を踏みつぶす。

今年の大豊作を願い、精一

杯の元気で飛び跳ねる。 

お
田
植
祭
り

泥
は
ね
上
げ
、
豊
作
祈
願

日
吉
地
域
伝
統
の
お
田
植
祭
り「
せ
っ

ぺ
と
べ
」が
六
月
五
日（
日
）、日
置
八
幡

神
社
と
吉
利
鬼
丸
神
社
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

昨
年
新
築
さ
れ
、今
年
で
二
回
目
と

な
る
八
幡
神
社
で
は
、八
幡
集
落
、諏
訪

集
落
、日
新
集
落
、山
田
集
落
か
ら
集
落

ご
と
の
看
板（
団
旗
竿
）・
し
べ
竿
を
先

頭
に
奉
納
踊
り
の
踊
り
子
と
せ
っ
ぺ
と

べ
衆
と
呼
ば
れ
る
白
装
束
姿
の
若
者
ら

肩を組み元気に踊る「せっとべ衆」

鎌踊り（山田集落）

鎌踊り（日新集落）

笹踊り（諏訪集落）

大王殿のお通りだ～！虚無僧踊り（八幡集落）
で お どん
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日 吉日 吉情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

が
集
ま
り
、鳥
居
の
前
や
境
内
で
各
集

落
に
伝
わ
る
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

神
事
が
終
わ
り
、御
神
体
を
先
頭
に

行
列
を
組
み
、御
神
田
へ
下
り
ま
す
。八

幡
集
落
の
子
ど
も
た
ち
も
行
列
の
み
こ

し
を
担
ぎ
御
神
田
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

御
神
田
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の

力
自
慢
が
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
る
看

板（
団
旗
竿
）や
し
べ
竿
を
立
て
て
持
ち
、

御
神
田
の
端
か
ら
端
ま
で
運
び
ま
す
。

体
勢
を
崩
し
竿
が
倒
れ
そ
う
に
な
る
と
、

見
物
客
か
ら
喚
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。竿

を
す
べ
て
運
び
終
わ
る
と
、い
よ

い
よ
せ
っ
ぺ
と
べ
が
始
ま
り
ま
す
。せ
っ

ぺ
と
べ
衆
は
景
気
づ
け
の
焼
酎
を
飲
み

な
が
ら
、歌
に
合
わ
せ
て
肩
を
組
み
、威

勢
よ
く
飛
び
跳
ね
、豊
作
を
祈
願
し
ま

し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、地

域
内
外
か
ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、

泥
だ
ら
け
で
精
一
杯
飛
び
跳
ね
る
せ
っ

ぺ
と
べ
衆
の
姿
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

鹿
児
島
市
か
ら
訪
れ
た
と
い
う
知
覧

さ
ん
は
、「
新
聞
な
ど
で
は
よ
く
見
て
い

た
が
、実
際
に
見
物
す
る
の
は
初
め
て
。

迫
力
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
」。同
じ
く

鹿
児
島
市
か
ら
訪
れ
た
前
野
さ
ん
は
、

「
日
吉
に
息
子
夫
婦
が
住
ん
で
い
る
の

で
毎
年
見
物
に
来
て
い
る
。今
日
は
山

田
集
落
に
息
子
が
出
て
い
る
の
で
、孫

と
一
緒
に
見
に
き
ま
し
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、午
前
中
か
ら
運
動
公
園
弓
道

場
で
せ
っ
ぺ
と
べ
射
会
が
行
わ
れ
、約

五
十
チ
ー
ム
が
出
場
し
腕
を
競
っ
て
い

ま
し
た
。午
後
か
ら
は
同
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
、「
せ
っ
ぺ
と
べ
イ
ベ
ン
ト
」が
開

催
さ
れ
、各
集
落
の
奉
納
踊
り
や
特
設

の
田
ん
ぼ
で
の
せ
っ
ぺ
と
べ
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。日
差
し
の
照
り
つ
け

る
中
で
も
、会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

踊りはいっそうにぎやかに力技を競う

盛り上がるイベント会場 焼酎で景気づけ！

晴天に恵まれ、多くの見物客が訪れました

日
吉
地
域
吉
利
の
冨
ヶ
原
義
徳
さ
ん

が
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
功
績
に

対
し
、法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

冨
ヶ
原
さ
ん
は
平
成
元
年
に
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、十
七
年
と
い
う

長
い
間
、国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
す
る

と
と
も
に
、人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
委
員
と
し
て
の
使

命
を
全
う
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り

「
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
任
務
を
果
た
せ
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

法
務
大
臣
感
謝
状 

法
務
大
臣
感
謝
状 

17
年
間
使
命
を
果
た
す

―
人
権
擁
護
委
員
―



棚
田
や
山
菜
、
歴
史
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
藤
元
地
区
に
、
こ
の
ほ
ど
新
直
売

所
が
完
成
。
五
月
八
日
、
そ
の
落
成
式
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
直
売
所
は
、
同
地
区
で
操
業
す
る
西
酒
造
（
西
陽

一
郎
社
長
）
が
「
地
域
あ
っ
て
の
会
社
」
と
、
地
元
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
寄
附
し
た
も
の
。

「
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
の
新
拠
点
に
し
た
い
」
と

地
区
公
民
館
長
の
窪
田
繁
さ
ん
。
手
作
り
施
設
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
新
鮮
な
産
品
や
地
域
情
報
を
発
信

し
た
い
考
え
で
す
。

直
売
所
は
県
道
谷
山
伊
作
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上話題話題

藤
元
直
売
所
が
完
成

で
き
た
！
新
た
な
元
気
拠
点

「
故
郷
と
の
連
携
を
図
ろ
う
」
と
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る

関
東
、
関
西
両
吹
上
会
か
ら
、
吹
上
町
の
歴
史
を
閉
じ
る
記
念
に
と

絵
画
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

関
西
吹
上
会
（
坂
上
英
臣
会
長
）
か
ら
は
女
性
を
描
い
た
や
わ
ら

か
い
タ
ッ
チ
の
抽
象
画
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
十
二
日
に
は
、
関
東
吹
上
会
役
員
が
来
庁
し
、
そ
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
村
清
袈
会
長
が
「
会
員
の
心
に
あ
る
吹
上
の

風
景
で
す
」
と
紹
介
。
新
設
さ
れ
る
図
書
館
に
と
、
久
多
島
を
望
む

吹
上
砂
丘
と
松
が
繊
細
に
描
か
れ
た
百
号
の
絵
画
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。合

併
し
て
も
、
故
郷
に
寄
せ
る
思
い
は
強
く
、
さ
ら
に
連
携
し
た

取
り
組
み
は
続
き
ま
す
。

関
東
・
関
西
吹
上
会
が
絵
画
を
寄
贈

郷
土
へ
熱
い
思
い
を
込
め
て

伊作小校庭には市内外から約100店が出店、
値段の駆け引きやふれあいを楽しみました。

5
15
に
っ
ぎ
ゃ
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

5
20
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
発
足

吹上中央公民館で初総会が開かれ、知識と
経験を新市に生かすことなどを確認しました。

春の叙勲

中
央
保
育
園
主
任
保
育
士
の
魚
返
豊

子
さ
ん
（
吹
上
地
域
与
倉
）
が
春
の
叙

勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

同
園
の
創
立
当
時
は
、
や
っ
と
児
童

福
祉
が
叫
ば
れ
始
め
た
こ
ろ
。

以
来
四
十
五
年
、「
子
ど
も
に
は
笑

顔
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
園
児
や
そ
の

家
族
と
接
し
て
き
ま
し
た
。

「
時
代
に
合
っ
た
保
育
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
ら
大
変
」
と
い
い
な
が

ら
、
今
日
も
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
園
児

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

保
育
に
捧
げ
た
45
年
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吹 上吹 上情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
ニ

ジ
マ
ス
釣
り
大
会
が
四
月
二
十
四
日
、
平
鹿
倉
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
待
ち
き
れ
な
い
地
区

内
外
の
愛
好
者
百
人
以
上
が
早
く
か
ら
集
合
。
使
い

慣
れ
た
さ
お
を
手
に
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
陣
取
り
、

立
す
い
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
に
山
あ
い
の
釣
堀
は
沸

き
立
ち
ま
し
た
。

一
週
間
餌
抜
き
さ
れ
た
約
二
千
匹
の
ニ
ジ
マ
ス
は
、

釣
り
糸
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
食
い
つ
き
、
参
加
者

は
休
憩
す
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。

交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り
。
青
壮
年
部
は
大
き
な

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

山
あ
い
に
歓
声
と
銀
鱗

吹
上
浜
に
産
卵
に
訪
れ
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態

を
学
ぼ
う
と
、
出
前
講
座
が
五
月
二
十
六
日
、
伊
作

小
で
開
か
れ
ま
し
た
。

吹
上
支
所
の
担
当
職
員
が
同
校
三
年
生
に
、
産
卵

の
様
子
や
食
べ
物
に
つ
い
て
授
業
。
特
別
講
師
の
「
か

め
ま
る
君
」
と
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
し
な
が

ら
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

児
童
は
「
カ
メ
は
何
が
進
化
し
た
の
」「
な
ぜ
夜

に
卵
を
産
む
の
」
な
ど
と
興
味
津
々
で
質
問
。
大
人

に
な
れ
る
の
は
五
千
分
の
一
と
聞
き
、「
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
こ
と
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
」
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

市
職
員
出
前
講
座

教
え
て
あ
げ
る
カ
メ
の
こ
と

講座等
合同開講式

平
成
十
七
年
度
吹
上
地
域
公
民
館
講

座
や
中
央
高
齢
大
学
合
同
の
開
講
式
が

五
月
二
十
一
日
、
吹
上
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
学
級
生
を
代
表
し
て
川
原

修
さ
ん
（
下
与
倉
）
が
「
県
立
の
教
育

機
関
が
三
つ
も
あ
る
地
で
学
習
を
深
め
、

地
域
に
貢
献
し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
食
文
化
史
研
究
家
の
永
山
久

夫
さ
ん
が
「
和
食
は
、
世
界
一
の
長
寿

食
」
と
題
し
講
演
。
今
年
の
生
涯
学
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。

吹上浜公園近くにある正円池のホテイアオ
イが梅雨の幻想的な風景を見せました。

6月 
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が

満
開︵
正
円
池
︶

5
17 

～21
九
州
大
学
バ
ド

リ
ー
グ
選
大
会

吹上浜公園体育館で開催。31校49チームが
出場し5日間の熱戦を繰り広げました。

ぎ

ん

り

ん

自
ら
学
び
地
域
に
貢
献



　日置市では、これまでの合併協議の中で決定されていた市町村の合併の特例に関する法律第5条の4第1項
の規定に基づく地域審議会を、合併前の旧町ごとに設置します。 
　審議会では、旧町地域に関する次の事項について、市長の諮問に対して答申や意見を述べることができます。 
  
　① 新市建設計画の変更に関する事項  
　② 新市建設計画の執行状況に関する事項  
　③ 地域振興のための基金の活用に関する事項  
　④ 新市の基本構想の作成及び変更に関する事項  
　⑤ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項  
  
　審議会委員は、地域ごとに市長が選任する学識経験者等（15人以内）、公募委員（5人以内）の20人以
内で構成します。 

☆対 象 者 
　日置市に住所を有し、かつ選挙権を有する人。 

☆募集人員 
　地域ごとに5人以内 
※東市来地域、伊集院地域、日吉地域、吹上地域の各地域それぞれ5人以内。 

☆任　　期 
　2年 
※日置市に住所を有しなくなったときは、委員としての資格を失います。 

☆報　　酬 
　市条例で定めた額をお支払いします。 

☆会議開催 
　本庁及びそれぞれの支所で平日（午前9時から午後5時の間）に開催します。（年1回以上） 

☆応募方法 
　所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵送、Faxまたは本庁か各支所に直接提出してください。 
　応募用紙は、本庁企画課、各支所の地域振興課にあります。 

☆応 募 先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆選考方法 
　応募者が多数の場合は抽選とします。 

☆応募期間 
　平成17年7月8日（金）午後5時まで（必着） 
　郵送についても同様とします。 

☆問い合わせ先 
　日置市役所総務企画部企画課（電話099-273-2111（内線264）　FAX099-273-3063） 
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地域審議会 
委員募集 

地域審議会 
委員募集 

地域審議会 
委員募集 

地域審議会 
委員募集 新しいまちづくりに

あなたの声をあなたの声をあなたの声を

〒899-2592　日置市伊集院町郡一丁目100番地  
　　　日置市役所総務企画部企画課（企画調整係）　　TEL　273-2111　　FAX　273-3063

〒899-2292　日置市東市来町長里87－1  
　　　同　　　東市来支所地域振興課（自治振興係）　TEL　274-2111　　FAX　274-4074

〒899-3192　日置市日吉町日置377番地　  
　　　同　　　日吉支所地域振興課（自治振興係）　　 TEL　292-2111　　FAX　292-3055

〒899-3301　日置市吹上町中原2847番地  
　　　同　　　吹上支所地域振興課（自治振興係）　　 TEL　296-2111　　FAX　296-3299



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

神
之
門
千
果

和
成

堀
内

丸
山

隼
翔

里
美

城
之
町
上

赤
増

大
志

修

古
市

内
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真
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千
年

中
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黒
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稀

誠

元
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東
福

風
香

昭
政

田
代
西
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久
保
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真
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上
下
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地域審議会 
委員募集 

地域審議会 
委員募集 

地域審議会 
委員募集 

あなたの声をあなたの声を
４
・
５
月
受
付
分（
敬
称
略
）

お

め

で

た

東
市
来
支
所 

東
市
来
支
所 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

岸
之
上
真
由

寛
郎

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

日
吉
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

松
崎

タ
メ

95

今
別
府

田
畑

シ
ヅ

97

青
松
園

松
山

哲
義

86

帆
北

諏
訪
免
福
子

80

西
山

福
岡
シ
ヅ
エ

94

草
見

日
吉
支
所 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

原
野

桜
輔

信
人

南
湯
之
元

齊
藤

莉
樹

弘
信

西
本
町

冨
高

朱
梨

竜
一

西
宮
内

吹
上
支
所 

本
　
庁 

戸 籍

の 窓

戸 籍

の 窓
このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

杉
安

優
音

拓
郎

瀬
戸
内

大
迫

理
巧

直
樹

郡
下

早
瀬

翔
真

広
昭

徳
重
東

前
之
園
蹴
人

広
己

桑
畑

中
田

心
音

嘉
直

妙
円
寺
３
区

藤
川

陽
向

義
久

平
古

中
野

義
明

光
郎

立
野

有
島

那
音

春
己

瀬
戸
内

的
場

光
成

雅
人

竹
之
山

西
之
園
令
凰

篤

瀬
戸
内

大
江

優
香

昭
博

妙
円
寺
３
区

田
口

太
陽

太
郎

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区

坂
元

美
桜

辰
也

郡
上

橋
口

弥
礼

孝
男

中
福
良

岩
下

伊
吹

博
文

朝
日
ヶ
丘

西
田

葵

栄
二

猪
鹿
倉

平
石

望
琴

誠

徳
重
東

黒
木

大
翔

泰
治

郡
内

ラ
ヴ
ル
恵
愛

愛

城
山

牟
田
神
西
陸

忠

上
神
殿
向

飯
牟
禮
孔
暉

英
幸

妙
円
寺
９
区

赤
池

昭
平

哲
朗

天
神
馬
場

有
馬

は
る

裕
之

徳
重
東

岩
下

優
世

力

猪
鹿
倉

４
・
５
月
受
付
分（
敬
称
略
）

お

く

や

み

本
　
庁 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

海
江
田

劭

65

大
田
上

田
代

正
行

72

郡
上

松
永

正
徳

74

清
藤

平
山
イ
ツ
ヨ

75

清
藤

西

里
美

54

中
福
良

今
村
ヒ
サ
エ

77

平
古

外
薗

義
章

70

朝
日
ヶ
丘

平
木

辰
徳

65

妙
円
寺
１
区

山
下

ユ
キ

90

妙
円
寺
２
区

大
久
保
タ
ミ
子

82

妙
円
寺
１
区

中
渡
瀬
静
見

88

猪
鹿
倉

堀
之
内
フ
ミ
エ

86

恋
之
原
西

假
屋

正
徳

82

下
土
橋

重
信

チ
カ

93

郡
上

北
園

光
夫

82

野
田
４
区

有
島

秋
夫

74

上
神
殿
中

加
治
屋
ア
ヤ

88

平
古

山
下

浩
慧

75

麓
東

福
永

義
雄

68

四
郎
園

永
井

士

74

郡
下

吉
永
ミ
ギ
エ

84

宮
脇

原
口

盛
雄

84

野
田
１
区

堂
脇

達
男

77

郡
上

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

三
原

和
義

72

堀
内

東
福

キ
ミ

92

田
代
西

池
田

良
喜

55

田
之
湯

立
和
名
み
ど
り

52

立
和
名

上
園

節

73

坂
之
上
下

岩
下
久
美
子

73

光
の
海

米
澤

キ
ワ

82

高
塚
西

小
松

レ
イ

81

江
口

岩
崎

ツ
ギ

89

向
湯
田

米
澤

ケ
イ

89

吹
上
町
佑
心
会

東
峯

イ
ソ

98

下
養
母
上

鉾
之
原
忠
吉

89

鉾
之
原

内
野

肇

95

上
野
西

北
山

サ
ダ

80

北
山

田
丸

ワ
イ

94

麓
上

黒
木

松
枝

98

城
之
町

上
薗

善
一

81

中
央

野
上

政
利

80

尾
木
場

桑
木
野
マ
サ

84

高
塚
東

西
峯

セ
イ

89

下
養
母
上

福
元

正
美

79

杉
之
迫

長
野
ハ
ル
子

83

中
央

瀬
戸
口
範
男

67

城
之
町
上

住
吉
シ
ヅ
子

80

下
養
母
下

谷
口
フ
ミ
エ

87

城
之
町
上

牧

フ
サ

82

田
之
湯

奥

敬
一

76

下
養
母
上

横
手

良
一

67

城
之
町
上

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

石
塚

順
三

67

入
来

前
田

利
夫

93

今
田

久
保
マ
サ
子

76

宮
坂

末
野

和
子

64

永
吉
ふ
も
と

坊
野
ノ
ブ
エ

82

坊
野
下

宇
都
フ
ヂ
エ

94

永
吉
ふ
も
と

竹
之
内
タ
ミ

93

佑
心
会

三
本
松
和
子

73

下
草
田

大
坪

フ
ミ

93

伊
集
院
町
中
神
殿

高
柿

俊
男

73

田
代
野

永
田

宗
臣

80

小
牧

野
元
フ
ヂ
子

90

新
川
原

前
田

貴

80

下
草
田

山
下
シ
ゲ
子

72

南
湯
之
元

秋
葉

純
雄

91

中
草
田

窪
園

重
夫

82

上
和
田

橋
之
口
純
雄

67

西
宮
内

児
玉

琢
磨

85

永
吉
ふ
も
と

吹
上
支
所 

ゆ

う

と

り

く

ち

か

な

み

ゆ

ま

ま

ゆ

な

お

え

ま

れ

お

し
ょ
う
ま

し
ゅ
う
と

こ

こ

ね

ひ

な

た

よ
し
あ
き

こ
う
せ
い

た
い
よ
う

ゆ

う

か

み

お

う

み

ひ

ろ

い

ぶ

き
あ
お
い

み

こ

と

ひ

ろ

と
り
く

こ

う

き

し
ょ
う
へ
い

ゆ
う
せ
い

お
う
す
け

は

や

と

た

い

し

し
ん

た

ろ
う

ゆ

う

き

ふ

う

か

ま

い

か

ら

い

き

し

ゅ

り
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シリーズ①

ひと いきいき

妙
円
寺
詣
り
の
い
わ
れ
と
な
っ
た
関
ヶ
原
合
戦
で
の
島
津
勢
の
敵
中
突
破
。
そ

の
苦
難
を
し
の
び
、
青
少
年
に
敗
走
路
の
踏
破
を
体
験
さ
せ
る
「
関
ヶ
原
戦
跡
踏

破
隊
」
の
取
り
組
み
は
昭
和
35
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
尾
さ
ん
は
そ
の
実
行
委
員
会
の
第
三
代
の
会
長
で
す
。

平
成
三
年
に
実
行
委
員
会
が
発
足
す
る
ま
で
は
、
初
代
会
長
・
故
窪
田
廣
治
さ
ん

個
人
の
献
身
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
薩
摩
武
士
の
気
風

を
受
け
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
、
精
神
的
に
強
い
人
間
を
育
て
た
い
」
と
い
う
強
い
意

志
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
踏
破
隊
に
参
加
し
た
の
は
約
25
年
前
、「
茅
を
か
き
分
け
、
道
な
き
道
を

歩
く
。
マ
ム
シ
や
ヤ
マ
ヒ
ル
に
気
を
つ
け
な
が
ら
の
峠
越
え
。
恐
怖
心
を
感
じ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
」。
真
夏
の
炎
天
下
で
の
百
二
十
五
㌔
。（
現
在
は
75
㌔
）

「
今
の
時
代
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
感
心
で
す
。
踏
破
を
達
成
し
た
子
は
充
実

感
い
っ
ぱ
い
に
、
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
」。

昔
は
校
区
行
事
も
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
や
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
大
人
が
手
取
り
足
取
り
し
て
や
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

「
先
人
の
勇
ま
し
さ
を
学
び
、
心
身
を
鍛
え
、
礼
儀
、
正
義
感
、
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
。
今
年
は
市
内
広
く
か
ら
参
加
を
よ
び
か
け
た
い
。
ぜ
ひ
、
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」。
今
年
の
夏
、
46
回
目
を
数
え
る
。 松尾 四男

まつ お よつ お

さ
ん［66歳］ 

●平成12年から関ヶ原戦跡踏破隊実行委員会会長 
●平成10年から15年まで伊集院町子ども会育成連絡
協議会会長 

●平成15年から日置地区子ども会育成連絡協議会会長 
●平成13年から土橋地区公民館長 

伊集院地域　中川 

　平成11年から公民
館講座で学んでいます。
私の生きがいのひとつ
です。 
　水墨画は、やればや
るほど奥が深く難しい
です。満足まではいき
ませんが、これまで
40点ほど完成した作
品のなかで自信作のひ
とつです。 

吉永 吉志　（80歳） さ
ん 

水墨画「江口蓬莱」 

　専門は薩摩焼の絵付
です。墨は色絵と違い、
白黒の表現、濃淡をだ
すのが難しいがやりが
いがあります。水墨画
を習い、美の追求、モ
ノの見方も変わってき
たような気がします。
初めて出品して受賞し
た作品です。 

田渕 斉　（62歳） さ
ん 

水墨画「紫陽花」 

東市来地域美山 
（美山上前） 

東市来地域長里 
（杉之迫） 

私
の
作
品
展

私
の
作
品
展

ウォッチウォッチ
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私
の
将
来
の
夢
は
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

小
学
校
一
年
の
時
、
受
け
持
っ
て
い
た
だ
い

た
先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
す
。
先

生
は
、
何
も
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
に
や
さ
し

く
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
時
に

「
先
生
み
た
い
な
、
や
さ
し
い
先
生
に
な
り
た
い
。」

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

両
親
は
、
そ
ん
な
私
の
夢
を
大
事
に
思
っ
て
く
れ

ど
ん
な
時
も
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
勉
強
だ
け
で
な

く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
き
も
支
え
て
く
れ
る
の
で
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

私
は
、
体
育
が
好
き
な
の
で
体
育
の
先
生
に
な
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
応
援
し
て
く
れ
る
両
親
に
、

夢
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
が
と
う
と
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
将
来
は
体
育
の
先
生
』 

伊
作
小
学
校
六
年
　
樽
野
　
莉
奈 

さ
ん 

白装束の若者が田んぼで泥まみれになる「せっ
ぺとべ」は有名ですが、それが日置八幡神社のお田
植え祭りの一部であることは、あまり知られてい
ません。高さ三㍍あまりの巨大な人形「大王殿（で
おどん）」が練り歩き、日吉地域内各地区から九つ
の踊りが奉納される祭りです。
祭りが行われる日置八幡神社は、由緒ある神社

です。日吉運動公園の近くに、平成16年に改築され
た社殿が建っています。
約780年前の記録に日置八幡神社のことが書か

れており、それより古いと考えられます。天照大神、
応神天皇などを祀っています。400年ほど前に、現
在の日吉地域の北部一帯を治めていた日置島津家
三代領主常久が、八幡神社を領内にある52社の神
社の総鎮守と定めたとされています。その後、歴代
の領主や村人の信仰を集めたようです。
こうした経緯から、多くの地区が踊りを奉納す

るようになったのでしょう。
〈引用参考文献〉『日吉町郷土誌 上・下巻』 

車
で
本
庁
よ
り
約
15
分 

日
吉
支
所
よ
り
徒
歩
で
約
８
分 

Access

ウォッチウォッチウォッチ 1

日置八幡神社とお田植え祭り（日吉地域） 

「広報ひおき」では、皆さまから
の情報やご意見をお待ちしており
ます。「市民のひろば」「まちの話題」
など、お気軽に総務企画部企画課
まで情報をお寄せください。でき
るだけ、たくさんの市民の皆さま、
地域の情報を掲載していきたいと
思います。



え
ー
っ
。ま
さ
か
あ
る
わ
け
な
い
だ

ろ
う
。七
年
前
に
精
根
使
い
果
た
し
て

卒
業
し
た
は
ず
の
広
報
マ
ン
に
見
事

返
り
咲
き
▼
や
っ
と
入
稿
が
終
わ
っ

た
ら
さ
て
次
号
は
ど
う
す
る
？
締
め

切
り
を
気
に
し
な
が
ら
、忙
し
い
の
か

忙
し
く
な
い
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
悶
々

と
し
た
日
々
を
ま
た
過
ご
す
の
か
▼

加
え
て
今
回
は
広
範
囲
。地
理
が
わ
か

ら
ず
、取
材
先
に
た
ど
り
着
く
の
に
一

苦
労
。お
前
は
何
者
か
？
？
人
も
よ
く

知
ら
な
い
。悩
み
は
つ
き
な
い
▼
と
い

う
わ
け
で「
広
報
ひ
お
き
」第
１
号
が

や
っ
と
発
行
で
す
。（
前
担
当
の
最
終

回
に
も
書
い
た
こ
と
で
す
が
・・
）広
報

紙
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
必
ず
手
元

に
届
き
ま
す
。何
と
い
っ
て
も
読
ん
で

も
ら
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
番

で
す
。鍋
敷
き
だ
け
に
重
宝
さ
れ
な
い

よ
う
に
、発
行
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
編
集
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。広
報
紙
に
対
し
て
ど
し
ど

し
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
と
助

か
り
ま
す
▼
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
ん
、一
年
で
終
わ
り
？

）
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.02椙

総人口 53,415人（△12） 

　　男 24,923人（ 3） 

　　女 28,492人（△15） 

世帯数 22,221（ 47） 
（　）は前月比 

楽しげに田を踏みならす白装束
の踊り手。踊るのが先か、焼酎が先
か。踊りの輪は崩れてはまた広がり、
いつまでも歓声は途切れませんで
した。（6/5 日吉地域）

今月の
表 紙

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063 
http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

№1 平成17年6月号 

夏の到来を告げる「せっぺとべ」 

編

集
た
い
む

わ
が
地
域 

永
吉
地
区
公
民
館（
吹
上
地
域
永
吉
） 

歴
史
を
生
か
し
地
域
に
活
力
と
愛
着
を 

館  長 

久木崎　親文さん 

永
吉
地
区
は
吹
上
地
域
の
北
部
、

日
吉
地
域
と
の
境
に
位
置
す
る
。

十
九
の
自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
七

百
七
世
帯
、
千
五
百
九
十
六
人
が

暮
ら
す
。

地
区
内
に
は
、
旧
吹
上
町
が
地

区
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
神
の

郷
公
園
整
備
事
業
」
で
設
置
し
た

加
工
施
設
・
体
験
学
習
施
設
・
特

産
品
直
売
施
設
が
あ
り
、
そ
の
管

理
運
営
を
地
区
で
組
織
し
た
組
合

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

全
国
優
良
公
民
館
と
し
て
、
平

成
十
六
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
る
。

地 

て
ん
し
ょ
う

じ

歴 

域
に
伝
わ
る
歴
史
、
先
人
の
遺

徳
を
大
切
に
し
後
世
に
残
そ
う
と
、

地
区
内
の
有
志
が
地
道
に
活
動
し
て
き

た
こ
と
が
、
地
域
間
交
流
に
発
展
し
、

旧
吹
上
町
が
岐
阜
県
上
石
津
町
と
「
友

好
の
ま
ち
」
と
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

同
時
に
始
ま
っ
た
「
天
昌
寺
祭
り
」

の
行
事
は
、
地
区
全
体
を
巻
き
込
み
、

地
域
活
性
化
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

の
歴
史
を
生
か
し
た
取
り
組
み
は
、
今

で
は
永
吉
地
区
振
興
・
地
域
交
流
の
拠

点
「
山
神
の
郷
」
で
の
祭
り
と
連
携
し

て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。史

的
な
意
義
を
持
つ
取
り
組
み

だ
け
に
、
地
区
民
が
郷
土
の
歴

史
を
知
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
も
つ
こ

と
に
つ
な
が
り
、
同
時
に
誇
り
が
生
ま

れ
て
き
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
子
ど

も
の
参
加
も
多
く
、
郷
土
愛
を
育
む
郷

土
教
育
、
健
全
育
成
も
担
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
伝
統
的
な
夏
祭
り
「
六

月
灯
」
や
夜
に
開
催
さ
れ
る
「
永
吉
川

筏
く
だ
り
」
な
ど
、
地
区
民
が
一
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
行
事
は
数
多
く
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ふ
れ
あ
い
の
場

が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
ま
た
地
域
づ
く

り
の
話
題
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

間
を
通
し
て
や
る
べ
き
こ
と
が

多
く
て
大
変
だ
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
が
、
地
区
公
民
館
を
拠
点
に

し
た
生
涯
学
習
活
動
に
よ
る
地
域
づ
く

り
へ
の
実
践
、
公
民
館
専
門
部
組
織
の

自
主
的
な
活
動
、
運
営
が
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
公
民
館
を
中
心
と
し
た

話
し
合
い
活
動
を
基
本
に
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
興
そ
う
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
地
域
の
連
帯
意
識
を

高
め
、
元
気
の
あ
る
地
域
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

年 

山神の郷公園での炎の祭典

天昌寺祭りの武者行列（後ろは地区公民館）

い
か
だ


